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　本節では、養殖水産物の販売・消費をめぐる取組及び課題並びに養殖水産物に対する消費
者の認識の変化について分析します。

（１）養殖魚の販売をめぐる新しい取組

（安全性の確保及び品質の安定化への取組）
　本来養殖業は種苗の導入から販売まで人間の管理下にあるため、生産する水産物の安全性
を確保しやすい産業です。しかし、養殖生産を行っていく工程には化学物質や病原体による
汚染、水産用医薬品の残留等、安全性を脅かす種々の危害要因が存在します（表Ⅰ−３−１）。
それらが及ぼす危害を低減するための手法として「養殖生産工程管理（Good Aquaculture 
Practice（GAP））手法」の導入が重要となっています。
　GAP手法では、まず、養殖生産を行っていく各工程において具体的にどのような安全性
を損なう要因があるのかを分析し、次に、特定された要因について養殖生産を行う過程で事
前の回避措置を採ることにより、これらの要因がもたらす危害を最小限に抑えます。具体的
には、養殖業者自身が点検すべき項目や作業手順や記録方法を手順書として定めた上で、手
順書を確認し記録をとりながら養殖を行っていきます。この手法によると、事故が発生した
際に事故原因の特定が容易であるほか、トレーサビリティにも容易に対応でき、関連経費も
ほとんどかからないというメリットがあります。なお、養殖生産工程は対象種だけでなく養
殖場の立地条件によっても違いがあることから、それぞれの産地の実態に合わせて手順書を
作成し、実施することとなります。
　国では、平成21（2009）年までにブリ類、マダイ、サケ科類を対象としたモデル的な養殖
生産工程管理例を作成し公表しています。
　養殖業が盛んな地域では地元の漁業協同組合を中心に品質管理のためのマニュアルを策定
し安定した品質の養殖生産に努めているほか、インターネット等を活用して養殖魚がどのよ
うに生産されているか情報公開を行い、消費者の信頼確保に努めていたり、生産履歴に関す
る日本農林規格である生産情報公表養殖魚JAS規格の認定を受けるなどにより、生産履歴の
公表を行っています。

第３節 養殖水産物と食卓

サルモネラ菌、赤痢菌、大腸
菌等の細菌汚染

環境汚染物質（重金属、農薬、
内分泌撹乱物質、PCB等の
有機化合物等）の蓄積・凝縮

漁網等の防汚剤等から溶出し
た汚染物質の蓄積

配合餌料に含まれる化学物質
の蓄積

環境汚染物質の曝露を受けた
餌料魚からの同物質の蓄積・
濃縮

基準値を上回る水産医薬品の
残留

用具の消毒に用いた消毒剤の
汚染

細菌群に汚染された魚の餌料
利用

海水や氷に含まれていたり、
用具類に付着する細菌類によ
る汚染

使用した刃物等が欠けて金属
片が混入する恐れ

陸上における人間活動に由来する
ものが多く、流入河川等の影響を
受けない場合は危害は極めて低い

外洋で漁獲された餌料魚は特に問
題はないが、環境汚染の心配され
る沿岸域や外国で獲れたもの

配合餌料生産工程におけるキャ
リーオーバーやコンタミネーショ
ン

表Ⅰ－３－１　養殖魚の生産工程と主な危害要因

資料：全国漁業協同組合連合会「21世紀養殖業あり方検討委員会報告書」
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（養殖水産物の品質の進歩とブランド化）
　餌

じ

料
りょう

の進歩等により、かつては養殖魚の特徴とされた「脂臭さ」も現在では相当程度コ
ントロールすることに成功しています。食品標準成分表によると、現在の養殖ブリの脂質含
有量は天然ブリとほとんど変わりがありません。一方、養殖マダイ・ヒラメでは、天然魚で
は元々脂質含有量が少ないことから、より食味を良くするため脂質含有量を意図的に増やし
ています。また、養殖マダイ・ヒラメは天然のものより水分が少ないことから身が締まって
いることが表されています（表Ⅰ−３−２）。
　また、祝い事に多用されるマダイは日光に当たると色が褐色になることから、きれいな赤
い色を出すために生

いけ

簀
す

に日焼け防止用の遮光ネットを張ったり餌に赤い色素を含むエビを混
ぜるなど、品質向上のための細かい工夫を行っています。
　このように、養殖業は生産を管理して安定した品質を確保できるため、漁船漁業に比べブ
ランドを担保しやすいメリットがあります。特に我が国の水産物需要が全体的に低迷してい
るため、国内外に販路を拡大することを目的に、より優れた品質の養殖魚を生産しブランド
化することにより付加価値を増す動きが強まっています。
　最近では、柑

かん

橘
きつ

類等を餌に混ぜることにより脂質の劣化を防ぐとともに、魚特有の生臭さ
を抑えた養殖魚が「柑

かん

橘
きつ

系養殖魚」として人気となっており、この技術を活用した魚種も次々
と広がっています（表Ⅰ−３−３）。また、餌に混ぜるものは柑

かん

橘
きつ

類に限られておらず、オ
リーブの葉やびわ茶から抽出した有用物質を用いる例もみられます。
　また、カキでは、通常は複数の個体を１つの付着器に付着させて成長させるところを、一
つだけ付着させて一つ一つを大きく育て、実入り良く大きく仕立てる「シングルシード」方
式と呼ばれる養殖方法を用い、付加価値を付けて出荷している例があります。

養殖生産物のトレーサビリティへの取組
（鹿児島県　東町漁業協同組合）

　ブリ類やマダイを中心に海面魚類養殖業が盛んな鹿児島県東町漁業協同組合では養殖魚の加工・販売や

海外輸出にいち早く取り組むなど、先進的な取組を積極的に進めています。トレーサビリティについても

平成15（2003）年から生産記録管理のための情報システムを導入するなど積極的に取り組んでいます。

養殖業者は漁協が独自に策定した「ぶり

養殖管理基準書」に基づき養殖を行う一

方で、給
きゅう

餌
じ

・投薬等の情報を日誌に記

録します。その情報は、漁協が一括管理

するとともに消費者が購入したブリの情

報を確認できるようシステムの構築がな

されています。

東町漁協では、ブリの生産記録を一括管
理しており、養殖ブリの生

いけ

簀
す

ごとの給
きゅう

餌
じ

や投薬に関する情報等を、消費者がブリ
を購入した後でも確認することができ
る。（画像はイメージ）

事 例
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（ブランド化の課題）
　ブランド化は商品の差別化であるため、他にはない独自性が重要であり、その特徴を消費
者や流通業界に広く訴え認識してもらう必要があります。
　ブランド化は販売促進や付加価値の付与のための方策として取り組まれていますが、ブラ
ンドの定着のためには、例えば品質面でのブランド化であれば単に高品質であるだけでなく、
いつでも変わらない品質を維持するための生産管理や誰にでもそのブランドが認識できる表
示が欠かせない要素であり、これらを確立することが必要です。
　また、確立されたブランド品に対しては、見た目だけを似せて、安価で販売する偽物が発
生し、ブランド品を駆逐する可能性があります。このため、品質管理だけでなく表示や証明
書等による商品の管理も必要です。
　また、ノルウェーで養殖されたタイセイヨウサケが「ノルウェーサーモン」としてブラン
ド化されているように、世界に対して訴求する場合には、地域名ではなく「日本の養殖魚」
としてブランド化した上で輸出に取り組むことも重要です。その場合には、輸出を志す国内
養殖業者が広く協力して規格の統一や輸出国への供給体制を構築することが必要です。

単位 kcal g g g g g g

ブ　リ 天　然 257 59.6 21.4 17.6 12.71 3.35 0.37
 養　殖 256 60.8 19.7 18.2 13.67 3.63 0.73

マダイ 天　然 142 72.2 20.6 5.8 4.44 1.16 0.17
 養　殖 194 66.1 21.7 10.8 8.52 2.05 0.63

ヒラメ 天　然 103 76.8 20.0 2 1.52 0.51 0.08
 養　殖 124 73.9 21.2 3.7 2.85 0.85 0.12

ア　ユ 天　然 100 77.7 18.3 2.4 1.83 0.46 0.08
 養　殖 152 72.0 17.8 7.9 6.34 0.82 0.58

表Ⅰ－３－２　養殖魚の栄養成分

資料：文部科学省「日本食品標準成分表2010」

n-6系
多価不飽和
脂肪酸

n-3系
多価不飽和
脂肪酸

脂肪酸総量脂　質たんぱく質水　分エネルギー食品成分

表示される値は、可食部100g当たりに含まれる成分を表す。

ハーブ仕立てブリ 徳島県・愛媛県・大分県   平成17（2005）年度～
鹿児島県 果汁・果皮ペースト 平成19（2007）年度～柚子 

オリーブ

いよかん ・みかん  
葉粉末 平成20（2008）年度～

果皮・果汁 
かぼす                            

柚子  
レモン 
スダチ 
柚子 

果汁・果皮パウダー

果皮ペースト 
果皮 
果皮粉末 
果皮パウダー 

平成22（2010）年度～

平成23（2011）年度～
平成24（2012）年度のみ
平成25（2013）年度～
平成25（2013）年度～
平成25（2013）年度～

柚 子 鰤 王
オ リ ー ブ ハ マ チ

み か ん ぶ り
か ぼ す ぶ り

土 佐 ゆ ず ぶ り 
レ モ ン ぶ り
す だ ち ぶ り
ゆ ず ぶ り
雲 仙 ブ リ

香川県

愛媛県 
大分県 
 高知県 
高知県 

大分県・高知県 
高知県 
長崎県 平成25（2013）年度～

表Ⅰ－３－３　餌に特徴のある養殖魚の例

資料：水産庁調べ

名称 生産場所 餌に用いたもの 販売開始年度
ハーブ（ナツメグ、オレガノ、シナモン、ジンジャー）

びわ茶

注：本表は、平成25（2013）年夏頃までのデータを基に作成しています。例えば、「すだちぶり」は平成26（2014）年６月現在、徳島県でも生産されています。
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 （養殖水産物の輸出の促進）
　我が国の養殖生産の現場では、完全養殖クロマグロのような天然資源への負荷を軽減する
技術や、「柑

かん

橘
きつ

系養殖魚」のような品質を高める技術等、世界的にも進んだ新しい技術が次々
と応用されています。とりわけ、クロマグロではその資源状況が世界的に大きな関心を持た
れていることから、我が国で開発された完全養殖によるクロマグロがその資源に悪影響を与
えないブランドとして欧米を中心に注目を浴びています。このように「環境に優しい」、「新
しい技術を用いた」日本の養殖水産物には、世界的に市場を開拓する潜在力が十分あるもの
と考えられます。
　一方、世界においては食に関し独特の食文化があり、我が国では高級食材として消費され
ている食材が別の国では食材として顧みられないこともあるため、輸出に当たっては当該国
の消費動向を見極めるなどの慎重なマーケティングが必要です。また、水産物を輸出するに
当たっては輸出先の国々の衛生管理基準等を満たす必要があります。
　我が国では、農林水産物・食品の輸出拡大を目指し、「農林水産物・食品の国別・品目別
輸出戦略＊１」を策定しており、同戦略に基づき、輸出の取組への支援を行っています。

＊１　平成25（2013）年８月25日農林水産省策定

全国養殖魚輸出振興協議会の発足（（一社）全国海水養魚協会）

　各地の魚類養殖業者を会員とする（一社）全国海水養魚協会は、養殖業者の厳しい経営状況を改善する

ため、養殖魚の輸出拡大により魚類養殖を振興し、もって漁村の活性化を目指しています。

　具体的な活動内容としては、国内における養殖魚の輸出環境の整備とともに日本の持つ優れた魚の品質

管理と水産物流通の実態を世界に普及啓発し海外での日本の養殖魚の普及と販売促進等を手掛けていくと

しています。その一環として、海外向けロゴマークやポスターを作成したほか、平成25（2013）年11月

にはモスクワ市（ロシア連邦）において料理人及び一般市民を対象とした養殖魚セミナーを開催し養殖魚

の紹介や調理の仕方等を紹介しています。また、平成26（2014）年からは、タイ、シンガポール、中国

等でマーケティング活動を行っていく方針です。

　こうした輸出促進活動を支援する組織として平成25（2013）年７月に、輸出業務を行う法人や団体を

会員とし、生産者と輸出業者が一体となって輸出業務を展開する全国養殖魚輸出振興協議会が発足しまし

た。

モスクワ市内の日本料理店の料理長が、養
殖ブリの調理法を現地の料理人に伝授。

海外向けロゴマーク

事 例
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（２）養殖水産物が無くなったら

　養殖生産は水産物供給の上で重要な地位を占めています。養殖業では、①生食用サケ・マ
ス類、ウナギ、カキ、エビ、ノリ等、養殖水産物が漁業・養殖業生産量のほとんどを占めて
いるもの、②トラフグ等、天然の資源量が減少傾向にあるもの、③サケ、エビ、ホタテガイ、
ブリ等世界的に需要が高まりつつあり、輸入の先細りや輸出の拡大等により今後養殖による
安定供給が必要になることが予想されるものの３つに分けられます。
　養殖生産がなくなると、①に該当する魚種はただちに食卓から姿を消すことになります。
②に該当する魚種も近い将来供給量が減少する一方で価格が高騰し、一部富裕層のみが食べ

＊１　平成17（2005）年に漁業省から独立し、漁業省が所管する団体となった。

完全養殖クロマグロを輸出
（熊本県　（株）ブリミー・福吉魚類（株））

　熊本県天草市で養殖業と水産加工業を営んでいる（株）ブリミーとその関連会社で養殖業を営んでいる

福吉魚類（株）は、平成18（2006）年から近畿大学から導入した完全養殖クロマグロ種苗を用いたクロ

マグロの完全養殖に取り組んでいます。（株）ブリミーでは、生態系に影響を与えないクロマグロを環境保

護団体からの抗議が懸念される米国の日本料理店等で使ってもらいたいとの考えから、平成22（2010）

年から米国へ完全養殖クロマグロの輸出を始めました。米国では環境保護への関心が非常に高いことから、

完全養殖クロマグロは好意的に受け入れられているとのことです。

　現在、（株）ブリミーが加工生産する養殖クロマグロの２割から３割が米国へ輸出されていますが、今後

は米国だけでなく、EUや香港等アジア市場への輸出も視野に入れています。

事 例

ノルウェーの魚介類輸出促進政策

　ノルウェーの平成23（2011）年の水産物輸出金額は、全輸出品目の中で石油・ガスに次ぐ第２位であり、

水産物は国家にとって重要な輸出品として位置づけられています。タイセイヨウサケ、サバ、シシャモを

始めとするノルウェー水産物の我が国に対する水産物輸出金額も、近年増加傾向にあります。

　拡大するノルウェーの水産物輸出を支えているのは、国家を挙げた輸出促進政策です。ノルウェーにお

いて水産物輸出の促進を担うのは、ノルウェー漁業省が平成３（1991）年に設立した「ノルウェー水産

物審議会
＊１
（NSC）」です。水産物輸出業者はNSCへの登録が義務付けられているため、国家を挙げた

戦略の推進が比較的容易となっています。NSCはサケ・マス類、タラ、浮魚類（サバ、ニシン、カペリ

ン（カラフトシシャモ））、エビ・貝類、伝統的加工品（塩・干物等）について、フランス、ロシア、米国、

日本等の10か所以上の海外拠点を中心に、①魚種別・国別の戦略構築、②市場調査等の情報収集・分析

と事業者への情報提供、③消費者向け・業者向けプロモーションを実施しています。また、ノルウェー産

水産物に貼付する統一的なロゴマーク「NORGEロゴ」を使用しており、各国におけるノルウェー産水産

物のイメージ構築に役立っていると考えられます。

コラム
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ることができるものになることが予想されます。また、③に該当する魚種も、世界的な需要
や天然資源の資源量次第では、安定的な供給が困難になると考えられます。
　また、何らかの事情により一時的に養殖生産が止まった場合も、育成までにはある程度の
期間が必要なため、養殖が再開されてもしばらくの間は出荷ができません（表Ⅰ−３−４）。
このため、水産物の安定供給には養殖生産が継続的に実施できる経営環境の維持も重要です。

（３）養殖水産物への評価

（養殖水産物に対する消費者の評価は向上）
　農林水産省が平成26（2014）年２月に全国の消費者モニターを対象として実施した意識・
意向調査（以下「意識・意向調査」といいます。）によると、概ね10年前と比べた養殖水産
物の品質については「良くなった」及び「どちらかといえば良くなった」が71.2％となり、
多くの消費者が養殖水産物の品質向上を認めているとの結果が出ています（図Ⅰ−３−２
①）。品質向上の理由としては、「味」を挙げた消費者が最も多く、次いで「安全性」となっ
ています（図Ⅰ−３−２②）。
　また、天然水産物と養殖水産物を具体的に比較してみると、養殖水産物は「価格は安価」

「味は普通」「鮮度は普通又は高鮮度」「安全性は普通」との結果になっており、実際に比べ
てみると養殖水産物も天然水産物と比べ遜色がないことが示されています（図Ⅰ−３−３）。

図Ⅰ－３－１　養殖水産物が無くなった場合

〈寿司盛り合わせ〉
（ブリ、サケ・マス類、エビ、ホタテガイ、ノリ）

〈うな丼〉（ウナギ）

〈おにぎり〉（ノリ）

表Ⅰ－３－４　概ねの魚種別養殖期間

資料：各種資料に基づき水産庁で作成

 
魚　類

 ブ　　　リ ２～３年
  マ　ダ　イ １年半～２年半
海　面 

貝　類
 ホタテガイ １～３年

  カ　キ　類 １年半～３年
 藻　類 ノ　リ　類 ６～10か月

内水面 魚　類
 ニ ジ マ ス １～２年

  ウ　ナ　ギ ８か月～１年半
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（価格面でも評価の高まりが表れている）
　「意識・意向調査」で明らかになったとおり、養殖魚の品質等について評価が上昇してい
ることは市場の価格にも現れています。近年の東京都中央卸売市場におけるブリとマダイの
養殖魚と天然魚の価格の変化をみると、養殖魚の価格は概ね安定している一方、天然魚の価
格は脂の乗った冬に上昇し夏に低下する傾向があります。特にブリについては、天然ブリが
養殖ブリの価格を上回る時期は冬の時期に限られるようになり、養殖ブリの価格が天然ブリ
を上回る時期が長くなってきています。マダイについても平成21（2009）年には年間を通じ
て天然マダイの価格が養殖マダイを上回っていたものが、近年では養殖マダイの価格が天然
マダイを上回る時期が出てきています。このように、市場の評価においても養殖魚の評価が
天然魚と拮抗し、又は上回る状況になりつつあります（図Ⅰ−３−４）。

安全性味0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 鮮度 価格 見た目 その他

図Ⅰ－３－２　10年前からの養殖水産物への評価（イメージ）の変化とその要因

〈①評価（イメージ）の変化〉 〈②変化の要因（複数回答）〉

資料：農林水産省「食料・農業・農村及び水産業・水産物に関する意識・意向調査」（平成26（2014）年２月実施）（②は同調査結果を基に集計）
注：1） 農林水産省の消費者モニター 866名が対象
2）「②変化の要因」については、「①評価（イメージ）の変化」の回答で、「変わらない」以外を選択した631名に質問した（複数回答）。
このうち、①の回答が「良くなった」又は「どちらかといえば良くなった」と回答した者について集計した。

有効回答者数：592人
有効回答者数：861人 70

60
50
40
30
20
10
0

％

％

良くなった
23.1

変わらない
26.7

どちらかといえば良くなった
48.1

どちらかといえば悪くなった
悪くなった

1.6
0.5

63.0
54.1

42.4 41.9

19.3

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

図Ⅰ－３－３　天然水産物と比較した養殖水産物の評価（イメージ）

資料：農林水産省「食料・農業・農村及び水産業・水産物に関する意識・意向調査」（平成26（2014）年２月実施）
注：農林水産省の消費者モニター 866名が対象

％

価　格
（863名）

味
（861名）

鮮　度
（862名）

安全性
（863名）

項目
（有効回答者数）

安い
60.7

普通
34.9

高い
4.4

まずい
9.3

普通
76.9

おいしい
13.8

高い
20.8

普通
75.6 3.6

不安
22.5

普通
59.9

安心
17.6

低い
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（天然と養殖のイメージと改善が求められている点）
　養殖水産物の品質向上は多くの消費者に認められていますが、実際に水産物を購入する際
に天然水産物であるか養殖水産物であるかを意識する消費者の割合は高く、特定の魚種に限
って意識する者も含めると71.4％に達しています（図Ⅰ−３−５①）。また、見た目や価格
が同程度の場合、「天然水産物」又は「どちらかというと天然水産物」を選ぶ者は76.4％に
達しています（図Ⅰ−３−５②）。
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図Ⅰ－３－４　天然・養殖ブリ・マダイの月別単価の推移

資料：東京都中央卸売市場資料に基づき水産庁で作成
注：1） データは、鮮魚のものである。
2） 塗りつぶし部分は、養殖の単価が天然の単価よりも高い月を示す。
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図Ⅰ－３－５　水産物の購入について

〈①天然水産物か養殖水産物かどうかへの意識〉

資料：農林水産省「食料・農業・農村及び水産業・水産物に関する意識・意向調査」（平成26（2014）年２月実施）
注：1） 農林水産省の消費者モニター866名が対象

2）「①天然水産物か養殖水産物かどうかへの意識」は、「魚介類を購入する際、天然物であるか養殖物であるかを意識しますか」という問
いへの回答。
3）「②天然水産物と養殖水産物のどちらを購入するか」は、「見た目や価格が同程度の場合、天然物、養殖物のどちらを購入しますか」と
いう問いへの回答。

有効回答者数：861人

％
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

〈②天然水産物と養殖水産物のどちらを購入するか〉

有効回答者数：864人

％

特定の魚種に限って意識する
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養殖物

0.9
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23.1 意識しない

28.6
天然物
36.0
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　一方、養殖水産物の安全性と味については、消費者からは更なる向上を求める声も出され
ています。
　安全性については「普通」とする回答が多いものの、「不安」とする回答は20％を超え、「安
心」とする回答より4.9ポイント多く、安全性に懸念を有する消費者が少なくないことが示
されています（図Ⅰ−３−３）。その理由としては「病気対策として薬が大量に使われてい
るイメージがある」及び「餌に化学物質や添加物が大量に含まれているイメージがある」と
する回答が多く、水産用医薬品や添加物の使用実態が一部の消費者には正しく伝わっていな
いことが示されています（図Ⅰ−３−６）。
　また、味については「まずい」とする回答は10％を割っていますが、その理由としては「脂
っぽいため」及び「弾力がない」とする回答がともに50％を超えており、この点での更なる
品質向上が求められています（図Ⅰ−３−７）。
　このように、消費者が天然水産物を選ぶ傾向は、過去の養殖のイメージを引きずっている
ためと考えられます。かつての魚類養殖では、特に遊泳区域が生

いけ

簀
す

や池の中に限られるため、
運動量が少なくなり脂肪が多い肉質になりやすかったこと、生

なま

餌
え

を多用していた頃の養殖魚
ではその臭いが養殖魚の脂質に沈着し、いわゆる「イワシ臭い」養殖魚という評価が定着し
てしまったこと、水産用医薬品等の使用により、消費者は養殖魚が天然魚に比べ「脂っぽい」

「医薬品等が残留している」というイメージを強くしたものと考えられます。
　養殖業者は前述の通り、過密養殖の排除、餌の改良、ワクチンの使用等による水産用医薬
品の使用の縮小等を行っており、その結果これら消費者の懸念も実際にはほとんど解消して
いる状況ですが、消費者の懸念解消のため、引き続き安全な養殖生産の実施と普及啓発活動
が求められています。
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図Ⅰ－３－７　天然魚と比べて養殖魚の味が
まずいと評価する理由
（複数回答）

図Ⅰ－３－６　天然魚と比べて養殖魚の安全
性に不安を感じる理由
（複数回答）

資料：農林水産省「食料・農業・農村及び水産業・水産物に関する意
識・意向調査」（平成26（2014）年２月実施）

注：1） 農林水産省の消費者モニター866名が対象。
2） 図Ⅰ‒３‒３「安全性」への回答で、「不安」を選択した
194名に質問した（複数回答）。

資料：農林水産省「食料・農業・農村及び水産業・水産物に関する意
識・意向調査」（平成26（2014）年２月実施）

注：1） 農林水産省の消費者モニター866名が対象。
2） 図Ⅰ‒３‒３「味」への回答で、「まずい」を選択した80名
に質問した（複数回答）。
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